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2階講堂と聖書1階常設展（ドージャー記念室）

Thesaurus Universitatis
だいがくのたから

西
南
学
院
大
学
の
創
立
者
の
名
を
冠
し
た
現
「
ド
ー

ジ
ャ
ー
記
念
館
（
西
南
学
院
大
学
博
物
館
）」
は
１
９
２
１
年

に
竣
工
し
た
。
煉
瓦
造
り
３
階
建
て
で
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ

レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
（
１
８
８
０
～
１
９
６
４
年
）
の
設
計

に
よ
る
。
か
つ
て
１
階
は
西
南
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
の

職
員
室
や
事
務
室
、
２
階
は
講
堂
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

２
０
０
０
年
に
は
福
岡
市
都
市
景
観
賞
を
受
賞
、
２
０
０
４

年
に
は
福
岡
市
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
本
学
の
象

徴
的
な
建
物
で
あ
る
。
２
０
０
６
年
に
名
称
を
「
ド
ー
ジ
ャ
ー

記
念
館
」
に
変
更
し
て
大
学
博
物
館
と
し
て
開
館
、
２
０
１

５
年
に
は
福
岡
県
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
指
定
を
受

け
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

ド
ー
ジ
ャ
ー
記
念
館
は
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学
院
教
育
活

動
方
針
に
基
づ
き
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
に
焦
点
を
あ
て
た
特
色

あ
る
博
物
館
と
し
て
定
評
を
得
て
お
り
、
ユ
ダ
ヤ
教
や
キ
リ

ス
ト
教
文
化
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
、
西
南
学
院
の
歴
史
な

ど
に
関
す
る
約
２
０
０
０
点
の
収
蔵
資
料
を
所
有
し
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
常
設
展
の
ほ

か
、
年
に
数
回
の
企
画
展
や
特
別
展
を
開
催
し
て
お
り
、
２

０
２
４
年
度
に
は
「
創
ら
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
像
―
排
耶
書
・

実
録
・
虚
構
系
資
料
―
」、「
知
の
ア
ト
ラ
ス
―
宇
宙
を
め
ぐ

る
教
会
と
科
学
の
歴
史
」
な
ど
を
開
催
、
各
方
面
か
ら
好
評

を
博
し
た
。
ま
た
教
育
普
及
活
動
と
し
て
「
楽
し
み
な
が
ら

学
ぶ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
様
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
講
座

を
開
催
し
て
お
り
、
一
般
市
民
の
方
々
や
子
ど
も
た
ち
に
も

親
し
ま
れ
て
い
る
。

ド
ー
ジ
ャ
ー
記
念
館
の
周
辺
に
は
聖
書
植
物
園
が
あ
る
。

こ
れ
は
聖
書
に
登
場
す
る
植
物
を
可
能
な
限
り
復
元
・
展
示

し
よ
う
と
大
学
開
学
50
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
１
９
９
９

年
に
開
園
し
た
も
の
で
あ
る
。
ド
ー
ジ
ャ
ー
記
念
館
の
煉
瓦

を
覆
う
蔦
と
と
も
に
、
日
々
、
学
生
と
教
職
員
の
心
を
魅
了

し
て
い
る
。

ド
ー
ジ
ャ
ー
記
念
館 

―
一
〇
〇
余
年
前
の
煉
瓦
建
築

は
い
や
し
ょ
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愛
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之
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４
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立
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を
迎
え
た
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屋
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、
１
８
８
７
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知
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で
初
め
て
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と
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を
教
え
た
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屋
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和
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に
そ
の
源
流
が
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り
、
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・
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ン
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が
掲
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敬
神
愛
人
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を
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の
精
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と
す
る
。
キ
リ
ス
ト
教

信
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の
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ほ
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日
本
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お
い
て
、
こ

の
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が
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リ
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に
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ぬ
よ
う
に
す
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た
め
に
は
、

現
代
的
文
脈
の
な
か
で
そ
の
普
遍
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を
訴
え
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
戦
争
や
紛
争
の
止
ま
ぬ
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世
紀
、
人
と
し
て
謙
虚
に
人
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す
る
こ
と
（
隣
人

愛
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の
意
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ち
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え
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。

U
n

iv
e

r
sity Current R

e
v

ie
w

U
n

iv
e

r
sity Current R

e
v

ie
w

大学時報
University Current Review

2025.03／NO.421



建
学
の
精
神 

「
敬
神
愛
人
」
を
繋
ぐ

赤
楚 

治
之

　

 

名
古
屋
学
院
大
学
学
長

２
０
２
４
年
大
学
創
立
60
周
年
を
迎
え
た
名
古
屋

学
院
大
学
は
、
１
８
８
７
年
愛
知
県
で
初
め
て
聖
書

と
英
語
を
教
え
た
名
古
屋
英
和
学
校
に
そ
の
源
流
が

あ
り
、
創
立
者
Ｆ
・
Ｃ
・
ク
ラ
イ
ン
博
士
が
掲
げ
た

「
敬
神
愛
人
」
を
建
学
の
精
神
と
す
る
。
キ
リ
ス
ト
教

信
者
が
全
人
口
の
１
％
ほ
ど
の
日
本
に
お
い
て
、
こ

の
句
が
ク
リ
シ
ェ
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

現
代
的
文
脈
の
な
か
で
そ
の
普
遍
性
を
訴
え
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
戦
争
や
紛
争
の
止
ま
ぬ
21

世
紀
、
人
と
し
て
謙
虚
に
人
を
愛
す
る
こ
と
（
隣
人

愛
）
の
意
味
を
若
者
た
ち
と
考
え
た
い
。

U
n

iv
e

r
sity Current R

e
v

ie
w

U
n

iv
e

r
sity Current R

e
v

ie
w

大学時報
University Current Review

2025.03／NO.421



は
じ
め
に

成
蹊
大
学
は
東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
置
き
、

経
済
・
経
営
・
法
・
文
・
理
工
の
５
学
部
を
持
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学

部
が
専
門
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
持
っ
て
い
る
が
、
全
学
的
に

行
っ
て
い
る
教
育
も
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
利

点
と
本
学
の
伝
統
や
特
質
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
学
長
就
任
以
来
、

全
学
教
育
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
様
々
な

こ
と
を
考
え
て
き
た
。
途
半
ば
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の

一
端
を
お
示
し
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

1
．
成
蹊
大
学
に
お
け
る
全
学
教
育
の
現
状

各
学
部
に
分
か
れ
て
行
っ
て
い
た
教
養
教
育
を
２
０
１
０
年
度

よ
り
全
学
で
統
一
し
、
成
蹊
教
養
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
名
の
も
と
で

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
２
０
１
４
年
度
と
２
０
２
０
年

度
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
更
新
を
行
い
、
現
時
点
で
は
２
０
２
６
年

度
か
ら
の
更
新
の
準
備
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
き
な
科

目
区
分
と
し
て
は
、
外
国
語
、
技
能
、
教
養
基
礎
、
持
続
社
会
探

究
の
４
本
立
て
で
あ
る
。
技
能
の
な
か
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
と

日
本
語
力
科
目
を
擁
し
、
持
続
社
会
探
究
の
科
目
区
分
の
な
か
に

環
境
・
地
域
、
国
際
理
解
、
人
権
・
共
生
、
実
践
の
科
目
群
を
持

つ
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
学
生
の
所
属
す
る
学
部
学

科
の
専
門
教
育
以
外
に
も
他
学
部
科
目
の
履
修
も
含
め
て
の
幅
広

い
学
修
を
目
指
し
、
副
専
攻
制
度
も
実
施
し
て
い
る
。
現
在
の
と

こ
ろ
、
心
理
学
副
専
攻
、
総
合
Ｉ
Ｔ
副
専
攻
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
副
専
攻
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
副
専
攻
な
ど
18
の
分
野
を
用
意
し
て
お
り
、

今
後
の
分
野
の
拡
充
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
の
分
野
で
は
副
専
攻
の
他
に
、
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・

Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
制
度
の
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
の
認
定

全
学
教
育
の
展
開

―
成
蹊
大
学
の
事
例
を
中
心
に
―

森 

雄
一
　
成
蹊
大
学
学
長

10

を
受
け
た
。
上
位
レ
ベ
ル
の
認
定
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。

2
．
特
徴
的
な
教
育

①
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
Ｍ
Ｂ
Ｔ

成
蹊
教
養
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
始
時
よ
り
、「
キ
ャ
リ
ア
教
育
科

目
」
は
、「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」、「
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」、

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

科
目
を
教
養
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
な
か
に
大
き
く
位
置
付
け
る
こ
と

は
、
当
時
と
し
て
は
先
覚
的
な
試
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
科
目
群
の
設

計
は
、
２
０
０
６
年
度
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立
と
も

相
俟
っ
て
、
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
支
援
の
定
評
を
形
作
る
こ

と
に
な
る
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本

学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
目
玉
と
な
っ
て
い
る
丸
の
内
ビ
ジ
ネ
ス
研

修
（
Ｍ
Ｂ
Ｔ
：M

arunouchi Business Training

）は
、
約
７

カ
月
間
か
け
て
行
う
学
部
横
断
型
の
産
学
連
携
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
。
論
理
的
思
考
力
を
鍛
え
る
「
学
内
準
備
研
修
」、
企

業
担
当
者
の
指
導
の
も
と
で
与
え
ら
れ
た
課
題
に
取
り
組
む
「
丸

の
内
研
修
」
を
経
て
、
企
業
で
の
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
」

に
参
加
す
る
。
最
終
的
に
は
「
丸
の
内
成
果
発
表
会
」
に
て
企
業

関
係
者
に
向
け
、
課
題
の
成
果
発
表
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成

果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
文
系
・
理
系
に
ま
た
が
る
全
学
部

の
学
生
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
異
な
る
考
え
方
や
専
門
分
野
へ
の
相

互
理
解
を
深
め
、
協
働
し
て
課
題
を
発
見
・
解
決
す
る
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。

②
日
本
語
力
科
目

「
日
本
語
力
科
目
」
も
成
蹊
教
養
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
始
時
に
導

入
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
と
し
て
は
目
新
し
い
科
目
群
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
当
時
文
学
部
日
本
文
学
科
で
行
っ
て
い
た

「
日
本
語
力
錬
成
科
目
」
と
い
う
科
目
群
を
是
非
全
学
で
拡
大
し
て

ほ
し
い
、
と
い
う
要
望
を
う
け
、
学
科
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
筆
者

も
基
本
構
成
の
策
定
に
携
わ
っ
た
。
日
本
語
を
母
語
と
す
る
大
学

生
の
日
本
語
力
を
今
さ
ら
鍛
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
質

問
を
一
部
教
員
か
ら
受
け
る
一
方
で
、
文
筆
家
養
成
に
も
つ
な
が

る
よ
う
な
専
門
的
な
教
育
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
を
出
さ

れ
る
方
も
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
に
苦
労
し
た
記
憶
が
あ
る
。

ま
た
、
日
本
文
学
科
で
の
科
目
群
と
の
棲
み
分
け
に
も
注
意
す
る

必
要
が
あ
り
、
な
か
な
か
大
変
な
作
業
で
あ
っ
た
。
現
在
の
科
目

構
成
は
、「
実
践
日
本
語
表
現
」、「
実
践
話
し
方
入
門
」、「
日
本

語
表
現
講
義
」、「
実
践
漢
字
講
座
」、「
語
彙
・
読
解
講
座
」、「
古

典
に
学
ぶ
日
本
語
表
現
」、「
実
用
文
書
の
作
り
方
・
情
報
の
伝
え

11
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構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

科
目
を
教
養
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
な
か
に
大
き
く
位
置
付
け
る
こ
と

は
、
当
時
と
し
て
は
先
覚
的
な
試
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
科
目
群
の
設

計
は
、
２
０
０
６
年
度
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立
と
も

相
俟
っ
て
、
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
支
援
の
定
評
を
形
作
る
こ

と
に
な
る
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本

学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
目
玉
と
な
っ
て
い
る
丸
の
内
ビ
ジ
ネ
ス
研

修
（
Ｍ
Ｂ
Ｔ
：M

arunouchi Business Training
）は
、
約
７

カ
月
間
か
け
て
行
う
学
部
横
断
型
の
産
学
連
携
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
。
論
理
的
思
考
力
を
鍛
え
る
「
学
内
準
備
研
修
」、
企

業
担
当
者
の
指
導
の
も
と
で
与
え
ら
れ
た
課
題
に
取
り
組
む
「
丸

の
内
研
修
」
を
経
て
、
企
業
で
の
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
」

に
参
加
す
る
。
最
終
的
に
は
「
丸
の
内
成
果
発
表
会
」
に
て
企
業

関
係
者
に
向
け
、
課
題
の
成
果
発
表
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成

果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
文
系
・
理
系
に
ま
た
が
る
全
学
部

の
学
生
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
異
な
る
考
え
方
や
専
門
分
野
へ
の
相

互
理
解
を
深
め
、
協
働
し
て
課
題
を
発
見
・
解
決
す
る
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。

②
日
本
語
力
科
目

「
日
本
語
力
科
目
」
も
成
蹊
教
養
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
始
時
に
導

入
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
と
し
て
は
目
新
し
い
科
目
群
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
当
時
文
学
部
日
本
文
学
科
で
行
っ
て
い
た

「
日
本
語
力
錬
成
科
目
」
と
い
う
科
目
群
を
是
非
全
学
で
拡
大
し
て

ほ
し
い
、
と
い
う
要
望
を
う
け
、
学
科
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
筆
者

も
基
本
構
成
の
策
定
に
携
わ
っ
た
。
日
本
語
を
母
語
と
す
る
大
学

生
の
日
本
語
力
を
今
さ
ら
鍛
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
質

問
を
一
部
教
員
か
ら
受
け
る
一
方
で
、
文
筆
家
養
成
に
も
つ
な
が

る
よ
う
な
専
門
的
な
教
育
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
を
出
さ

れ
る
方
も
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
に
苦
労
し
た
記
憶
が
あ
る
。

ま
た
、
日
本
文
学
科
で
の
科
目
群
と
の
棲
み
分
け
に
も
注
意
す
る

必
要
が
あ
り
、
な
か
な
か
大
変
な
作
業
で
あ
っ
た
。
現
在
の
科
目

構
成
は
、「
実
践
日
本
語
表
現
」、「
実
践
話
し
方
入
門
」、「
日
本

語
表
現
講
義
」、「
実
践
漢
字
講
座
」、「
語
彙
・
読
解
講
座
」、「
古

典
に
学
ぶ
日
本
語
表
現
」、「
実
用
文
書
の
作
り
方
・
情
報
の
伝
え

11



方
」、「
テ
ー
マ
別
日
本
語
表
現
」
で
あ
る
。
ど
の
科
目
も
受
講
生

数
や
授
業
満
足
度
の
点
で
問
題
な
く
運
営
さ
れ
て
お
り
、
一
定
の

成
果
を
上
げ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。

③
自
校
史
教
育

自
校
史
の
授
業
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
な
か
に
取
り
入
れ
て
い
る

大
学
は
多
い
と
思
う
。
本
学
に
お
い
て
も
、
成
蹊
教
養
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
な
か
で
「
成
蹊
を
知
る
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
授
業
を
開

設
し
て
い
る
。
創
設
者
で
あ
る
中
村
春
二
の
人
物
像
と
理
念
、
草

創
期
の
成
蹊
学
園
、
重
要
な
協
力
者
で
あ
っ
た
岩
崎
小
弥
太
の
人

物
像
と
理
念
、
旧
制
高
校
時
代
、
戦
後
の
大
学
開
設
以
降
な
ど
近

現
代
日
本
史
と
の
関
連
の
な
か
で
講
義
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、

近
年
導
入
し
た
入
学
前
準
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
桃
李
に
な
れ
」
の
な

か
で
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
な
る
部
分
を
視
聴
さ
せ
て
い
る
。
学

園
史
料
館
で
は
、
時
期
ご
と
に
様
々
な
展
示
を
行
い
、
学
生
の
参

観
を
奨
励
し
て
い
る
が
、
史
料
館
独
自
の
企
画
と
と
も
に
学
生
に

よ
る
企
画
展
示
も
行
わ
れ
て
い
る
。

3
．
今
後
の
展
開

今
後
の
展
開
と
し
て
３
点
述
べ
る
。
１
点
目
は
、
２
０
２
４
年

秋
に
設
置
さ
れ
た
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
の
活
用
に
つ
い
て
で
あ

る
。
こ
れ
は
新
設
さ
れ
た
11
号
館
の
低
層
階
に
設
置
し
た
も
の
で
、

広
さ
は
約
２
３
０
０
㎡
、
野
球
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
３
個
分
程
度
で

あ
り
、
中
規
模
大
学
で
あ
る
本
学
に
と
っ
て
は
か
な
り
の
資
源
投

下
で
あ
る
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

エ
リ
ア
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
エ
ア
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
エ

リ
ア
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
エ
リ
ア
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
４
室

を
擁
し
、
学
生
の
主
体
的
な
学
修
の
た
め
、
積
極
的
な
利
用
を
求

め
て
い
る
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
担
当
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
担
当
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
学
生
か

ら
の
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

２
点
目
は
全
学
対
象
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
。
本
学
で
は
、
２
０
１
４
年
度
よ
り
成
蹊
国
際
コ
ー
ス
を
導
入

し
た
。
全
学
で
8０
名
の
定
員
を
設
定
し
、
２
年
次
ス
タ
ー
ト
の
学

部
横
断
型
の
少
人
数
選
抜
制
コ
ー
ス
で
、
英
語
で
の
学
修
を
基
本

と
し
、
意
欲
と
向
上
心
の
旺
盛
な
学
生
が
学
部
の
枠
を
越
え
て
互

い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
。
こ
の

経
験
を
活
か
し
、
２
０
２
０
年
度
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
英
語
名

称「Education for A
cadem

ic and G
lobal Learners in 

English
」、
通
称
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｌ
Ｅ
（
イ
ー
グ
ル
）
を
設
置
し
た
。
こ

12

れ
は
定
員
を
３０
名
と
限
定
し
て
各
学
部
に
割
り
振
り
、
入
学
段
階

か
ら
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｌ
Ｅ
生
と
な
る
も
の
で
、
各
学
部
学
科
に
所
属
し
な

が
ら
、
い
わ
ば
二
刀
流
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
学
ぶ
、
学
部
横
断
型
の

特
別
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
の
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｌ
Ｅ
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
拡
充
展
開
さ
せ
２
０
２
６
年
度
よ
り
国
際
共
創
学
部

（
仮
称
）
の
設
置
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
と
と
も
に
、
国
際
コ
ー

ス
を
新
た
な
装
い
と
と
も
に
展
開
さ
せ
る
、
定
員
９０
名
の
新
国
際

コ
ー
ス
（
Ｇ
Ｓ
Ｐ
：G

lobal Study Program

）
を
開
設
予
定

で
あ
る
。

３
点
目
と
し
て
、
本
学
で
は
、
２
０
２
６
年
度
に
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の
全
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
す
る
予
定
で
あ

る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
起
業
家
育
成
そ
の
も
の
を
目
指
す
の

で
は
な
く
、
課
題
を
探
究
す
る
姿
勢
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
イ
ン

ド
の
涵
養
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
全
学
か
ら
5０
名
程
度
の
学
生

を
選
抜
し
、
事
業
承
継
な
ど
本
学
の
学
生
の
実
情
に
合
わ
せ
た
講

座
も
用
意
す
る
。
ま
た
、
実
務
家
教
員
を
起
用
す
る
こ
と
で
、
現

場
の
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
形
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
目
指
す
。

お
わ
り
に

筆
者
が
大
学
教
員
と
し
て
の
駆
け
出
し
の
こ
ろ
、「
大
綱
化
」
と

い
う
用
語
を
し
ば
し
ば
耳
に
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
１
９
９

１
年
実
施
の
大
学
設
置
基
準
等
の
改
正
（
大
学
設
置
基
準
の
大
綱

化
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、

一
般
教
育
科
目
、
外
国
語
科
目
、
保
健
体
育
科
目
及
び
専
門
教
育

科
目
の
区
別
を
廃
止
し
、
卒
業
に
必
要
な
単
位
数
は
１
２
４
単
位

で
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
科
目
区
分
と
単
位
数
の
設
定
は
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
、
各
大
学
が
自
由
に
設
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
れ
が
教
養
教
育
の
軽
視
に
つ
な
が
る
と
い
う
懸
念
は

こ
の
大
綱
化
実
施
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
本
学
に
お
い
て
も

大
綱
化
以
降
の
教
養
教
育
は
試
行
錯
誤
の
連
続
で
、
そ
の
結
果
と

し
て
前
述
の
成
蹊
教
養
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
全
学
的
に
導
入
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
全
成
蹊
大
生
に
共
通
し
て
必
要
な
素
養
は
何
か
と
い

う
本
質
的
な
問
い
に
は
答
え
を
更
新
し
続
け
る
こ
と
に
な
り
、
ま

た
、
各
学
部
の
専
門
教
育
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
常
に
求
め
ら
れ
、
教

養
教
育
に
割
け
る
コ
ス
ト
も
限
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
前
述
の
よ

う
に
副
専
攻
や
選
抜
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
導
入
し
て
い
る
の
で
、
一

般
的
な
教
養
教
育
と
の
棲
み
分
け
も
重
要
な
問
題
と
な
る
。
全
体

を
上
手
く
舵
取
り
し
な
が
ら
、
大
学
教
育
全
体
が
有
機
的
な
も
の

と
し
て
機
能
す
る
よ
う
、
今
後
も
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

か
ん
よ
う

た
い
こ
う 

か
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